




















入学者選抜の考え方

入試の基本的な考え方 地域協働学部では、意欲、関心適性、技能、表現を重視した入学者選抜を行います。専門の教育課程に

おいては、実習とゼミナー ルを重視したカリキュラムを用意しています。このような教育課程で学ぶには、

入学時に 一定の集団的行動•集団的学習や学外の 「おとな社会」とのコミュニケーションに適合する資質を持っていることが必要です。そのため、

総合型選抜 I、学校推薦型選抜 I、一般選抜（前期日程）のすべてに 「面接」、 「小論文」または 「作文」を課し、人物重視の選抜方法を採っています。

アドミッション•ポリシー 地域協働学部は、地域理解力、企画立案力、協働実践力と いう3つの知識能力を統合した 「地域協働

マネジメントカ」を有し、多様で複雑な地域の課題を発見·分析·統合し、産業の分野や領域の壁を越えて

人や組織などの協働を創出でき卒業後即戦力として活躍できる 「地域協働型産業人材 (6 次産業化人、地域協働リ ーダー ） 」を養成します。

本学部では、このような人材蓑成の基盤となる、以下の能カ・態度を備える者を求めます。

一一 一一
●入学までの過程で理系•文 ● 論理的思考力と理性的判断力を持って ●学生同士の協働 を基礎とし ●さまざまな問題領域の知識や技術

系を問わず幅広い教科を 物事に取り組むことができる。 て、チームとして考え、行動し、 に対して関心がある。
積極的に学び、地域協働 に ● 自らの行動や休験について深く見つめ 課題の解決にあたることが ●地域や日本社会に生起する問題に
関連する専門的知識を修 直し、客観的に分析することができる。 できる。 関心がある。
得するために必要となる幅 ● 自分の表現を客観的に見つめ、他者に ● さまざまな行動体険がある。 ●地域社会に存在する諸課題とその
広い分野の基礎知識とし 伝わる表現を心がけており、口頭と文 ●地域や日本社会に生起する 実践的解決、特に地域産業の振興
て、高等学校卒業程度の教 章の両面にわたって充分な表現力を 問題の解決に挑戦する行動 に関心があり、積極的に地域社会
科学習に関する知識があ 持っている。 力を有する。 の人々と協働する意欲がある。
り理解している。 ● 豊かな教養に裏打ちされた能力で、課 ● さまざまな行動体験を自らのキャリ

題の発見探求とその解決にあたるこ ア形成や地域社会の人々の協働に
とができる。 活かす意欲がある。

総合型選抜Iの 2段階選抜 総合型選抜 I では、 2 段階選抜を行います。第1 次選抜では、 「講義理解力試験」で評価します。 「講義理

解力試険」は、入学直後の学生に理解できる水準の講義を実施し、それに基づいて講義内容の要点や

自分の見解を論述するなどの小論文的な記述試験を行い、 「思考力·判断力•表現力」を評価します。

第1 次選抜の合格者は総合型選抜 I 募集人員の2倍を上限とします。第2次選抜では 「ゼミナー ル活動適性試験」、 「作文」、潅i接」を課します。 「ゼミナー

ル活動適性試験」ではグループワ ークでの受験者のふるまい（発言傾聴、行動、発表、質問等）を試険官が観察り采点します。「作文」ではグループワ ーク

の内容運営、自己と他者の役割等に関する振り返りを文章にしてもらいます。 「面接」はグループ面接で行い、受験者の意欲•関心やこの学部の教育

への適性を評価します。また］ 面接」で受験者の意欲•関心、この学部の教育への適性をより正確に評価するため、出願時に、自分の行動体験について

の分析、出身地域の社会に対する分析、本学部への志望理由などを記述した志願理由書を提出していただきます。

学校推薦型選抜Iのグ）レー プ活動
および振り返り演習

学校推薦型選抜Iでは、 「グル ー プ活動および振リ返リ演習適性試験」、 「作文」、 「面

接」を課します。

「グルー プ活動および振り返り演習適性試験」では、短時間のグルー プ活動を行っても

らい、それを踏まえて、グルー プ内の運営やメンバーの果たした役割に関する振リ返りを行ってもらいます。 「作文」では、グルー プワ ークの内容、

運営、自己と他者の役割等に関する振り返リを文章にしてもらいます。 「面接」は個人面接で行い、受験者の意欲•関心やこの学部の教育への適

性を判断します。また、面接で受験者の意欲•関心、この学部の教育への適性をより正確に評価するため、志願理由書を提出していただきます。

一般選抜（前期日程）への 一般選抜（前期日程）では、大学入学共通テストによって甚礎学力を評価する他、本学の独自試験として

面接等の導入 「小論文と「面接」を課します。 「小論文lでは地域社会の問題に関する課題文を読んだ上で、その論旨や

受験者の見解を論述してもらい、「思考力•判断カ・表現力」を評価します。「面接」では簡単なグループ作

業（討論や共同作業などを含むグループ面接を行います。グループ作業を行ってもらうのは受験者の協働人材の出発点となる資質 — 異なる視

点を持った他者と協力して行動する資質 を確認するためです。また、この面接においで受験者の意欲•関心やこの学部の教育への適性を評価

します。なお面接で受験者の意欲•関心、この学部の教育への適性をより正確に判断するため、志願理由書を提出していただきます。
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入試情報

地域協働学部の選抜•評価方法 募集人員 60 名

総合型選抜 I 募集人員15名

■選 抜の方法 大学入学共通テストを課さず、本学独自の2段階選抜による試験（第1次選抜100点、第2次選抜300点）で判定します。

第1次選抜の合格者は総合型選抜I募集人員の2倍を上限とします。

■重点評価項目 「関心•意欲」に重点を置いて「思考カ・判断カ・表現力」も評価します。

本学独自の第1次選抜（合計100点）

講義理解力試験(100点）

本学独自の第2次選抜（合計300点）

ゼミナール活動適性試験で �I 作文(100点） 面接(100点）

約90分の講義を聴いてもらい、 それ 休憩を含め3時間程度のグループディス ゼミナ ールの討議内容、チ ー ム運営 志願理由書と第2次選抜の内容に基
を前提とした小論文等の形式の笙記 カッション（指定テーマに基づくグループ の仕方、自分と他のメンバーの役割な づく質問を面接の形式で問い、上記
試験を行い、主に 「思考力•判断力· 討議、発表、質疑）を行ってもらい、 「主体 どについての評価を文章にしてもら の軍点評価項目について総合的に評
表現力」を評価します。 性•多様性•協働性」の特にコミュニケー い、 「思考力•判断カ・表現力」の特に 価します。

ションカを評価します。 書き言葉での表現力を評価します。

学校推薦型選抜 I 募集人員： 10名

■選 抜の方法 大学入学共通テストを課さず、本学独自の試験(400点）で判定します。
※出願資格として高等学校等を令和3年3月卒業（修了）見込みの者で、 学校長の推湮（評定平均値4.0以上、 各校1名）を求めます。

■重点評価項目 「主体性•多様性•協働性」に重点を置いて、 「思考力•判断力•表現力」「知能•技能」も評価します。 

グループ活動および振り返り漬習適性試験(200点）

グループ活動（共同して所定時間内で行える作業や討論
など）を行ってもらい、グループ活動中の行動特性や振
り返り演習での役割などについて観察し、 「主体性•多様
性•協働性」の特にコミュニケーションカを評価します。

本学独自の試験（合計400点）

作文(100点）

グループ活動および振り返り演習適性
拭験の内容に関して、文章を書いても
らい、 「思考力判断力表現力」の特
に書き言葉での表現力を評価します。

面接(100点）

面接は、個人面接とし、志願理由書記載の志願理由を掘り下げ、
本学部で学ぶ 「関心•意欲」、経験•技術（農業、水産、工業、商業、
芸術・デザイン、スポーツ等）などについて確認すると共に、本学
部の教育カリキュラムヘの適性を評価します。

一般選抜（前期日程） 募集人員 35名

■選抜の方法 大学入学共通テスト(500点）と本学独自の試験(500点）の合計1000点で判定します。

■重点評価項目 「知識•技能」に重点を置いて「思考力•判断力·表現力」「主体性•多様性•協働性」も評価します。 

大学入学共通テスト
（合計500点）

3教科3科目又は3教科4科目合計500点で実施します。
●国語(200点）、外国語(200点）※は必須です。
●残り1教科は、地歴、公民、数学、理科の4教科から

1科目（基礎を付した理科は2科目）を自由に選択で
きます。(100点）

これによって「知識•技能」について評価します。
※「外国語」の教科について「英語」はリスニングを含む。

小論文(200点）

「小論文」では地域社会の問題
に関する課題文を読んだ上で、
その論旨や受験者の見解を論
述してもらい、 「 思考力判断
カ•表現力」を評価します。
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本学独自の試験（合計500点）

1 面接(300点）

グループ面接（グループ単位で提示されたテーマについて討議やプレ
ゼンを行う作業を含む）を実施することで 「関心•意欲」、「思考力•判断
カ・表現力」、本学部の教育に関する適性を評価します。
出願書類として志願理由および高校までの体験等の振り返りを書いて
いただき、面接の参考にします。
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高知大学 地域協働学部
〒780-8520　高知県高知市曙町2-5-1　TEL 088-888-8042　FAX  088-888-8043
E-mail  ks52@kochi-u.ac.jp
高知大学ホームページ  https://www.kochi-u.ac.jp/
地域協働学部ホームページ  http://www.kochi-u.ac.jp/rc/

インターネット出願に関する詳細は、各募集要項内に記載しています。

次のホームページで閲覧またはダウンロードしてください。

https://nyusi.kochi-u.jp/

地域協働学部へのアクセス

▶インターネット出願に完全に移行します。

高知大学入試情報ホームページ

入試に間するお問い合わせ先

学務部入試課入試実施係
TEL 088-844-8153　FAX  088-844-8147
E-mail  nys-web@kochi-u.ac.jp
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物部キャンパス

岡豊キャンパス地域協働学部までの所要時間は次の通りです。

●高知龍馬空港から 車で約40分
  空港連絡バスで約35分「はりまや橋」または、
 約40分「JR高知駅」で下車後、バス、路面電車または
 JR土讃線へ乗換え

●JR高知駅から 車で約20分
  バスで約25分、「朝倉高知大学前」下車 
 路面電車で約30分、「朝倉（高知大学前）」下車すぐ
 JR土讃線で約15分、「朝倉駅」下車、徒歩3分

●はりまや橋から 車で約15分
 バスで約20分、「朝倉高知大学前」下車
 路面電車で約30分、「朝倉（高知大学前）」下車すぐ

●高知インターチェンジから　車で約30分
●伊野インターチェンジから　車で約5分
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